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第 1 章 背景と目的  












シャルサポートがある  (Chen, Siu, Lu, Cooper, & Phillips, 2009)。ソーシャ
ルサポートは「ある人を取り巻く重要な他者から得られる有形無形の援
助」と定義され  (久田 , 1987)，特に，サポートを受けているという感覚
である知覚されたサポートは，労働者のストレス反応の低減に寄与する
ことが指摘されている  (小杉 , 2003)。他方，仕事の要求度－資源モデル
（Job Demands - Resources model）において，知覚されたサポートなどの
仕事の資源が，ポジティブで充実した心理状態と正の関連を持つことが




る  (田中・小杉 , 2003)。  
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第 2 節 知覚されたサポート向上のための対人的援助  




って組織の効果的機能を促進する行動」  (Organ, 1988) と定義される。
組織市民行動には，対人的援助，誠実さ，職務上の配慮，清潔さ，組織
支援行動の 5 つがある  (田中 , 2002, 2004)。そのうち，特に，他者の仕事
を自発的に手伝う対人的援助は，援助者と被援助者との間に信頼感を形
成し  (de Jong, Van der Vegt, & Molleman, 2007; McAllister, 1995)，組織内





いくつか存在する  (例えば Heaney, Price, & Rafferty, 1995; Oude Hengel, 
Blatter, Joling, van der Beek, & Bongers, 2012; Torp, 2008;  Lavoie-Tremblay, 
Bourbonnais, Viens, Vézina, Durand, & Rochette, 2005;  Uchiyama, Odagiri, 
Ohya, Takamiya, Inoue, & Shimomitsu, 2013)。これらの先行研究では，主
に，職場内でのコミュニケーションを増加させることを目標とするアク
ションプランを作成し，実行することなどが行われている。また，介入
期間は 5 件中 3 件が 6 か月に渡り，研修等の実施時間は合計 4 時間以上
となっている。さらに，5 件中 3 件において介入後に知覚されたサポー
トが高まらない結果も認められている。一方，対人的援助を介入プログ
ラムによって高める場合，対人的援助は主に通常業務に関連して行うも








る  (Hurrell & McLaney, 1988)。  





の低下，活気の上昇を検証することを第 2 の目的とする（研究 2）。  
 
第 2 章 対人的援助行動が心理的ストレス反応および活気に影
響を及ぼす過程の検討（研究 1）  
1. 目的  
対人的援助と知覚されたサポート，量的負担，心理的ストレス反応，
活気の関連を検討することを目的とした。  
2. 方法  
分析対象者 2012 年 10 月に，製造業労働者 250 名を対象に質問紙調査
を実施した。回答者 240 名のうち，回答に欠損のある 40 名を除いた 200
名（男性 163 名，女性 37 名）を分析対象とした（有効回答率 83.3%，平
均年齢 40.3 歳，SD =11.0）。  
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調査票 日本版組織市民行動尺度  (田中 , 2002, 2004) の対人的援助，職
業性ストレス簡易調査票  (下光・原谷・中村・川上・林・廣・荒井・宮

















覚されたサポートを増加させる効果  (β=.45) は，対人的援助が量的負担
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的ストレス反応が高くなったと考えられる  (Hurrell & McLaney, 1988)。一
方，対人的援助を行うと良好な対人関係が形成され  (de Jong et al., 2007; 
McAllister, 1995 ; Podsakoff & MacKenzie, 1997)，上司や同僚からサポート
を受けているという援助者自身の知覚されたサポートが増加し，心理的
ストレス反応が低下したと考えられる  (小杉 , 2003)。また，仕事の資源
としての知覚されたサポートが増加したことで活気が高くなった  






 * p ＜.05, *** p  ＜.001
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第 3 章 職場における対人的援助向上プログラムの効果評価
（研究 2）  






することを検証することを第 2 の目的とした。  
2. 方法  
分析対象者 製造業 A 社に所属する労働者 72 名を調査対象とし，B 事業
所の労働者 36 名（男性 31 名，女性 5 名）を介入群，C 事業所の労働者
36 名（男性 31 名，女性 5 名）を統制群に割り付けた。参加者はすべて
非管理職者で日勤の現場労働者であった。調査票への回答に欠損のあっ
た 24 名を除いた介入群 26 名（男性 22 名，女性 4 名，平均年齢 36.1 歳，
SD=7.34）と統制群 22 名（男性 19 名，女性 3 名，平均年齢 37.7 歳，SD=10.5）
を分析対象とした。  
手続き 介入群：研究開始時に pre test（以下 pre）を実施し，pre 直後の
研修 1（45 分）で，仕事で困っている人を助けることが結果的に自分自
身の知覚されたサポートの向上に繋がるという内容の心理教育を実施し
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して仕事で困っている人に対する声掛けや教え方の実践を参加者同士で
行い，対人的援助を自主的に行うことで相手から感謝される体験を行っ
た。その後再び 2 週間の HW を実施した。HW 終了直後に post test（以下
post），post から 4 週間後に follow-up test（以下 follow-up）を実施した。  
統制群：pre から follow-up までの期間に何の操作も行わず，介入群の
pre，post，follow-up と同一時期に調査のみを実施した。  
調査票 研究 1 と同様。  
分析方法 各効果評価指標の得点を従属変数，時期（pre，post，follow-up）
と群（介入群，統制群）を独立変数，年齢，1 日当たりの労働時間，最
近 1 か月間の時間外労働時間を共変量とする共分散分析を行った。  
3. 結果と考察  
分析の結果，対人的援助については，有意な時期と群の交互作用が認
められ，介入群において post 時， follow-up 時の得点が pre 時よりもそれ










入群において post 時，follow-up 時の得点が pre 時よりもそれぞれ有意に
高く，post 時に介入群の得点が統制群よりも有意に高かった。参加者は，


















群 EM SE EM SE EM SE F F F
介入 24.6 0.81 28.3 1.02 28.1 1.06 6.85** 0.01 5.00*
統制 26.6 0.88 27.1 1.11 27.1 1.15
介入 7.85 0.45 8.36 0.42 8.38 0.47 1.63 1.76 5.63**
統制 8.00 0.49 7.16 0.45 7.05 0.51
介入 9.18 0.39 10.1 0.39 10.0 0.43 2.26 1.54 8.18**
統制 9.51 0.43 8.80 0.43 8.94 0.47
介入 8.19 0.36 9.03 0.35 9.05 0.37 2.10 3.01 0.86
統制 7.73 0.39 7.97 0.38 8.17 0.40
介入 6.76 0.49 6.24 0.45 6.20 0.56 1.28 3.15 1.05
統制 7.55 0.53 7.85 0.49 7.36 0.61
介入 6.61 0.39 6.41 0.37 6.80 0.42 1.38 0.02 0.59
統制 6.37 0.42 6.70 0.41 6.96 0.46
介入 6.18 0.40 5.94 0.42 5.95 0.44 2.61 0.01 0.07
統制 6.24 0.44 5.85 0.45 5.84 0.47
介入 10.4 0.82 10.2 0.79 10.3 0.86 4.48* 0.76 0.48
統制 9.75 0.89 10.3 0.86 9.89 0.94
介入 6.77 0.47 7.46 0.42 7.57 0.44 1.15 1.53 1.28
統制 6.55 0.51 6.68 0.45 6.46 0.47
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